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当社の決算公告は、定款紙による決算公告に代えて、

貸借対照表及び損益計算書を当社のホームページ

（http://www.central-uni.co.jp）に掲載することとし

ましたので、こちらでご覧いただけます。

平成16年4月1日から平成16年9月30日まで

株主メモ

単元未満株式の買増制度の導入について

商法改正にもとづく当社定款規定の変更により、平成16年6月26日か

ら「単元未満株式の買増制度」を導入いたしましたので、単元未満株式

を有する株主様は、当社に対しその単元未満株式の数と併せて1単元に

なる数の株式を買増請求することができることになります。お手続など

の詳細につきましては名義書換代理人あてご照会ください。なお、保管

振替制度ご利用の株主様はお取引証券会社あてご照会ください。
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株主の皆さまへ

営業の概況（平成16年4月1日から平成16年9月30日まで）

株主の皆さまには、ますますご清祥のこととお慶び申し

上げます。

また、平素は格別のご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、このたび当社第55期中間期（平成16年４月１日か

ら平成16年９月30日まで）が終了いたしましたので、ここに

営業の概況と決算の状況につきましてご報告申し上げま

す。何卒ご高覧の上、今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜り

ますようお願い申し上げます。

平成16年12月

代表取締役社長

松 新 市

1.当中間連結会計期間の概要
当中間連結会計期間におけるわが国の経済は、公共工事は総じて

低調でしたが、デフレ懸念の後退などから、民間設備投資の増加や
輸出の好調に支えられ、個人消費も緩やかながら持ち直し、着実な
景気回復の動きがみられました。
このような状況のもと、医療を取巻く環境は、厚生労働省が安心

で質の高い医療提供体制の充実のため、医療安全対策の総合的推進、
救急医療の充実をはじめとする地域医療の確保などに取り組む方針
を示しております。また、急性期医療における包括評価制度が導入
され始めており、病院の経営効率化への意識が高まっております。
このような環境を踏まえ当社グループは、高度医療を担う急性期

病院の建て替え、リニューアル市場へ向け、積極的な営業展開を行
いましたが、国、地方公共団体の公的予算の削減による病院設備投
資の抑制及び建設業界の競争激化による受注単価の下落などの影響
を受け、売上高は59億27百万円（前年同期比18.4％減）となりまし
た。利益におきましては、原価低減及び全社的な販売管理費削減に
注力いたしましたが、売上高減少に伴う売上総利益の減少により、
営業損失５億66百万円、経常損失５億34百万円、中間純損失３億54
百万円となりました。
品目別の状況は、次のとおりであります。

（医療設備）
国、地方公共団体の公的予算の削減、競争激化による受注単価の

下落などの影響を受け、医療ガス供給設備、手術室等が減少し、売
上高は27億３百万円（前年同期比29.3％減）となりました。
（病院内機器）
物品管理システム等をはじめとする経営効率化機器の販売に注力

いたしましたが、価格競争が厳しく、売上高は６億７百万円（前年
同期比33.7％減）となりました。

（受託業務）
病院内の物流管理システムの受託、医療設備保守点検及びオート

アンプルディスペンサー（注射薬自動払出装置）の保守点検は、ほ
ぼ前年並みに推移し、売上高は20億53百万円（前年同期比0.2％減）
となりました。
（その他）
診療材料等の販売が寄与し、売上高は５億62百万円（前年同期比

21.1％増）となりました。

なお、当中間連結会計期間末の受注残高は、86億71百万円となり
ました。その他、生産・技術・営業・管理において情報を一本化す
ることで、社内の業務効率化を図る社内情報化整備の本格稼動のた
めに、全社をあげて取り組みました。

2.通期（17年３月期）の見通し
通期の見通しにつきましては、受注単価の下落など厳しい状況が

続くものと予想されますが、当中間連結会計期間末の受注残高が前
年同期比で増加するなど、回復の兆しが見え始めております。
このような環境に対し、当社グループは、高度医療を担う急性期

病院に対し、安全・確実性を追求した医療設備の構築をグループを
通じて提案し、コンサルティングから保守管理まで一貫したサービ
スが提供できる強みを活かし、コア商品である医療設備機器のシェ
ア拡大ならびに院内感染防止機器、経営効率化機器の拡販、病院内
の物流管理システムの受託、医療設備保守点検及びオートアンプル
ディスペンサー（注射薬自動払出装置）の保守点検の受託数確保に
努めます。
なお、平成17年３月期の連結業績予想につきましては、売上高

175億円、営業利益７億円、経常利益７億円、当期純利益３億円を
見込んでおります。
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業績の推移（連結）

（単位：百万円） 
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中間損益計算書（連結）

キャッシュ･フロー計算書（連結）

平成16年４月１日から
平成16年９月30日まで

5

中間貸借対照表（連結）

科　　目 金　　額

（単位：千円）

13,466,786
4,795,538
3,648,760

5,784
3,761,123
397,546
872,526
△14,492
5,421,449
3,810,602
1,654,665
200,943

1,890,799
44,059
20,135
172,540

1,438,306
381,424
345,871
719,360
△8,350
2,000

18,890,235

5,158,537
2,618,943
550,000
75,000
86,278
42,102

1,276,322
213,538
296,351

1,580,869
87,500
620,000
851,875
16,344
5,150

6,739,406

73,400

1,707,000
2,863,061
7,896,755

19,914
△17,675
△391,627
12,077,428
18,890,235

（注） 1.有形固定資産の減価償却累計額は1,840百万円であります。
2.１株当たりの中間純損失は28円71銭であります。
3.記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

■ 経常損益の部

売上高

売上原価

売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費

営 　 業 　 損 　 失

営業外収益

営業外費用

経 　 常 　 損 　 失

■ 特別損益の部

特　別　利　益

特　別　損　失

税金等調整前中間純損失

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

少 数 株 主 損 失

中　間　純　損　失

科　　目 金　　額

（単位：千円）

平成16年４月１日から
平成16年９月30日まで

（単位：千円）

00,000,000

00,000,000

00,000,000

00,000,000

00,000,000

00,000,000

00,000,000

00,000,000

00,000,000

00,000,000

00,000,000

00,000,000

00,000,000

00,000,000

00,000,000

平成16年９月30日現在

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増加（減少）額

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高

現金及び現金同等物の中間期末残高

843,206

△652,462

△206,102

1,480

△13,877

4,463,415

4,449,538

5,927,429

4,247,570

1,679,858

2,245,960

566,102

45,368

14,120

534,854

301

2,172

536,725

41,774

△224,060

77

354,362

■ 資産の部
流　動　資　産

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形 及 び 売 掛 金
有 価 証 券
た な 卸 資 産
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固　定　資　産
有形固定資産
建 物 及 び 構 築 物
工 具 器 具 及 び 備 品
土 地
建 設 仮 勘 定
そ の 他

無形固定資産
投資その他の資産
投 資 有 価 証 券
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

繰　延　資　産
資　産　合　計

■ 負債の部
流　動　負　債

支 払 手 形 及 び 買 掛 金
短 期 借 入 金
１ 年 以 内 償 還 予 定 の 社 債
未 払 金
未 払 法 人 税 等
前 受 金
賞 与 引 当 金
そ の 他

固　定　負　債
社 債
長 期 借 入 金
退 職 給 付 引 当 金
役 員 退 職 引 当 金
そ の 他

負　債　合　計
■ 少数株主持分
少数株主持分
■ 資本の部
資　　本　　金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
その他有価証券評価差額金
為替換算調整勘定
自　己　株　式

資　本　合　計
負債、少数株主持分及び資本合計

科　　目



3,692,874

542,776

1,485,490

237,170

80,000

51,366

11,102

748,992

100,000

435,974

1,316,146

620,000

674,652

16,344

5,150

5,009,020

1,707,000

2,863,061

2,863,061

6,870,776

243,000

6,300,000

327,776

19,914

△391,627

11,069,125

16,078,145
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中間損益計算書（単独）

7

中間貸借対照表（単独） 平成16年４月１日から
平成16年９月30日まで平成16年９月30日現在

■ 資産の部

流　動　資　産

現金及び預金

受 取 手 形

売 掛 金

完成工事未収入金　

たな卸資産

繰延税金資産

そ の 他

貸倒引当金

固　定　資　産

有形固定資産

建 物

土 地

そ の 他

無形固定資産

投資その他の資産

投資有価証券

繰延税金資産

そ の 他

貸倒引当金

資　産　合　計

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（単位：千円）

10,754,376

3,621,354

1,757,296

654,374

419,790

3,250,035

282,238

784,786

△15,500

5,323,769

3,730,313

1,549,986

1,890,799

289,528

74,223

1,519,232

667,670

281,124

578,787

△8,350

16,078,145

■ 負債の部

流　動　負　債

支 払 手 形

買 掛 金

工事未払金

一年以内返済予定の長期借入金

未 払 金

未払法人税等

未成工事受入金

賞与引当金

そ の 他

固　定　負　債

長期借入金

退職給付引当金

役員退職引当金

そ の 他　

負　債　合　計

■ 資本の部

資 　 本 　 金

資 本 剰 余 金

資本準備金

利 益 剰 余 金

利益準備金

任意積立金

中間未処分利益

株式等評価差額金

自　己　株　式

資　本　合　計

負債・資本合計
（注） 1.有形固定資産の減価償却累計額は1,611百万円であります。

2.１株当たりの中間純損失は22円73銭であります。
3.記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

3,332,555

2,241,378

1,091,176

1,582,293

491,116

65,379

21,959

447,696

301

1,699

449,094

10,154

△178,703

280,545

608,322

327,776

（単位：千円）

■ 経常損益の部

売上高

売上原価

売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費

営　業　損 失

営業外収益

営業外費用

経　常　損 失

■ 特別損益の部

特　別　利　益

特　別　損　失

税引前中間純損失

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

中 間 純 損 失

前 期 繰 越 利 益

中間未処分利益

科　　目 金　　額

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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株式の状況

■ 会社が発行する株式の総数 …………………………20,000,000株

■ 発行済株式総数 ………………………………………12,979,200株

■ １単元の株式数…………………………………………………1,000株

■ 株主数………………………………………………………………753名
（前中間期末比　275名減）

■ 株式所有者別状況

■ 大株主

株主名

増 田 貞 満

荒 井 範 雄

モルガン・スタンレーアンドカンパニーインク

株式会社セントラルユニ（自己株口）

セ ン ト ラ ル ユ ニ 従 業 員 持 株 会

荒 井 精 一

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行

シーエスエフビー　ユーロ　ピービー　クライエント　エスエフピー　ブイエル

株 式 会 社 西 日 本 銀 行

第 一 生 命 保 険 相 互 会 社

当社への出資状況

持株数（株）

875,620

783,940

770,000

731,770

669,300

622,440

585,000

438,000

411,800

402,000

持株比率（％）

6.75

6.04

5.93

5.64

5.16

4.80

4.51

3.37

3.17

3.10

その他 
5.7％ 

個人 
60.0％ 

外国法人 
11.5％ 

国内法人 
2.3％ 

金融機関 
20.5％ 
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会社の概要（平成16年9月30日現在）

株式会社セントラルユニ

7706

CENTRAL UNI CO.,LTD.

代表取締役社長　松 新 市

昭和26年9月

17億7百万円

北九州市小倉北区清水一丁目13番20号

220名

7ヶ所

1ヶ所

松 新　　市
長 谷 川　　　　　昇
西　　坂　　　　　崇
松　　尾　　尚　　弘
荒　　井　　精　　一
藤　　原　　　　　孝
清　　水　　政　　儀
山　　口　　要　　三

向　　幹　　範

代 表 取 締 役 社 長
専 務 取 締 役
取 　 締 　 役
取 　 締 　 役
取 　 締 　 役
常 勤 監 査 役
監 　 査 　 役
監 　 査 　 役
監 　 査 　 役

■ 会　社　名

■ 証券コード

■ 英　訳　名

■ 代　表　者

■ 設　　　立

■ 資　本　金

■ 所　在　地

■ 従　業　員

■ 支　　　社

■ 工　　　場

■ 取締役及び監査役（平成16年9月30日現在）

■ 主要な事業内容（連結）

当社グループは、医療設備機器のメーカーとして製造及び販売を行うほ
か、病院内物流管理受託業務、医療設備保守受託業務を手がけるなど、
機能的で安全な環境づくりを提供しております。

品目別区分 主要品目

医療設備工事医
療
設
備

受
託
業
務

医療用ガス供給設備工事、手術室関連設備工事、
ICUウォール工事、病室用ウォール工事

医療設備製品
湿潤器、吸引器、医療ガス供給設備製品、手術
室関連設備製品、ICUウォール製品、病院用ウ
ォール製品

物流管理 医療用消耗品の搬送及び在庫管理受託業務

医療設備保守 医療設備保守受託業務

そ　の　他
サインシステム、ガス滅菌器（アンプロレン）、
福祉・介護関連商品

病院内機器
物品管理システム、フードサービス管理システ
ム、ディスインフェクター、注射薬自動ピッキ
ング装置、ユニ・オムニセル


